
（別紙３）

～ 2025年10月20日

（対象者数） 48名 （回答者数） 39名

～ 2025年10月20日

（対象者数） 11名 （回答者数） 11名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動目的やねらいが保護者にも伝わるよう、おたより

等で活動内容を分かりやすく発信し、季節や児童の状

況に応じて内容を継続的に見直します。

2

定期的に点検を行い、清掃が行き届きにくい箇所を整

理してマニュアルを更新し、より快適で安全な環境を

維持します。

3

児童の小さな変化や気づきも共有し、連絡帳・面談・

おたより等を通じて、保護者に分かりやすく丁寧な情

報提供を継続します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

まずは希望の有無・ニーズを確認し、希望がある場合

は「見学機会」「親子参加型イベント」「短時間の交

流機会」など、実施可能な形から段階的に検討しま

す。

2

利用人数が少ない日程等を活用し、可能な範囲で地域

イベント参加等を検討します。実施した際にはおたよ

り等で周知し、地域交流の機会を分かる形で提示しま

す。

3

マニュアルの要点（連絡体制・避難訓練・感染症対応

等）を分かりやすくまとめ、おたより等で定期的に周

知します。あわせて、職員研修・訓練を継続し、対応

の質の向上を図ります。

活動プログラムの充実。 職員の知識・経験を活かし、複数のプログラム案を検討

しています。活動内容が固定化・重複しないよう、職員

間で事前に協議しながら計画しています。

清潔で安心できる環境づくり。 清掃マニュアルを整備し、担当・頻度を明確にしたうえ

で日常的な清掃・美化を実施しています。

保護者への相談対応・情報共有。 朝礼・終礼等で児童の様子や保護者からの相談内容を共

有し、対応方針を職員間で確認しています。必要に応じ

て速やかに保護者へ連絡・相談を行っています。

非常時の対応方法の周知不足。 各種マニュアルは整備しているものの、保護者への説

明・周知が十分ではなく、「わからない」と感じる方が

一定数います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流機会が少ない。 場所や時間の確保が難しく、交流の機会を定期的に設定

できていません。

地域との関わり（交流機会）が少ない。 児童の特性や職員配置の関係から、外出を伴う交流が難

しい場合があります。

2025年10月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年1月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら札幌月寒教室

○保護者評価実施期間
2025年10月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


